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8) 置塩信雄 『資本制経済の基礎理論 (増訂版)』1978年,第3章第4節｡






















































































































令 (無の利潤),2) 低率でしか価値増殖しえない場合,3) 負の利潤,換言
すれば蓄積された資本価値の破壊を被る場合の三つである｡そして,これらを





















































































































































33) 労働生産性についての考え方は,置塩信雄 『再生産の理論』1957年,松田和久 『労働生産性測
定論』1964年｡







































































































80 (292) 第143巻 第4･5号
と言える｡ここに,シュンペーターの技術革新仮説の影響が窺われる｡そして,
その政策的含意は,徐々にではあるが次第に明らかとなってきた,そして,皮
作用としてまた不徹底にしか現れてこなかった,物的手段への支出の節約を,
またそれとの関連で人間の発達のための支出の拡大 (研究,教育,労働 ･生活
条件など)を体系的に意識的にすすめてゆくこと,というものである｡
これが,政策の理念をしか与えていないとするならば,利潤率の懐向的低落
の法則という,ともすれば資本主義の自動崩壊論に結びつく理論に依りながら
ち,意識的な社会の制御あるいは管理の問題を正当に評価し,これを支える理
念あるいは基準を客観性をもって示した理論を提起したこと,ここにポ ッカラ
の過剰蓄積論の現代的意義があるといっても過言ではない｡
(1987年9月5日)
